
〈
解
答
〉

1１　

き
ん
こ
う		

	
２　

ぎ
ん
み	

	
	

３　

ゆ
い
い
つ		

	

４　

う
も
う

５　

ば
っ
さ
い		

	
６　

く
ち
ょ
う		

	

７　

う
な
が	

	
	

８　

た
だ
よ

９　

お
お	

	
	
	

10　

お
ち
い	

	
	

11　

い
ち
じ
る		

	

12　

さ
え
ぎ

2１　

貴
重	

	

２　

納
得	

	
３　

対
象	

	

４　

容
易	

	

５　

単
純	

	

６　

非
難

７　

築		
	

８　

招		
	

９　

拾		
	

10　

支		
	

11　

耕		
	

12　

険

3１　

に
ん
べ
ん
・
5	

	
	

２　

り
っ
と
う
・
10	

	
	
	
	
	
	
	

３　

が
ん
だ
れ
・
7

４　

く
に
が
ま
え
・
10	

	

５　

う
か
ん
む
り
・
8	

	
	
	
	
	
	

６　

し
か
ば
ね
・
5

７　

ま
だ
れ
・
7		

	
	

８　

え
ん
に
ょ
う
〔
え
ん
に
ゅ
う
〕・
4	

	

９　

く
さ
か
ん
む
り
・
7

10　

し
ん
に
ょ
う
〔
し
ん
に
ゅ
う
〕・
9	

	
	

11　

お
お
ざ
と
・
8	

	

12　

り
っ
し
ん
べ
ん
・
7

13　

て
へ
ん
・
10		

	
	

14　

あ
く
び
・
10		

	
	
	
	
	
	
	

15　

れ
ん
が
〔
れ
っ
か
〕・
11

16　

や
ま
い
だ
れ
・
5	

	

17　

さ
ら
・
6		

	
	
	
	
	
	
	
	

18　

た
け
か
ん
む
り
・
12

19　

い
と
へ
ん
・
12	

	
	

20　

ぎ
ょ
う
が
ま
え
〔
ゆ
き
が
ま
え
〕・
9	

21　

そ
う
に
ょ
う
・
8

22　

も
ん
が
ま
え
〔
か
ど
が
ま
え
〕・
6	

	
	

23　

ふ
る
と
り
・
5	

	
24　

お
お
が
い
・
9

4１
　
エ
　
　
２
　
イ
　
　
３
　
ア
　
　
４
　
ウ
　
　
５
　
ウ
　
　
６
　
ア
　
　
７
　
イ
　
　
８
　
エ

９
　
エ
　
　
10
　
ウ
　
　
11
　
イ
　
　
12
　
ア
　
　
13
　
ア
　
　
14
　
イ
　
　
15
　
ウ
　
　
16
　
エ

配
点　

各
１
点　

６４
点
満
点

〈
解
説
〉

1１　
「
均
衡
」
と
は
「
い
く
つ
か
の
物
事
の
間
の
釣
り
合
い
」
。

２�　
「
味
」
の
訓
読
み
は
「
あ
じ
」
。
「
吟
味
」
と
は
「
理
論
・
品
質
・
内
容
・
罪
状
な
ど
に
つ
い
て
、
詳

し
く
調
べ
確
か
め
る
こ
と
」
。

３　
「
唯
一
」
と
は
「
た
だ
一
つ
で
他
に
は
な
い
こ
と
」
。

５　
「
採
」
の
訓
読
み
は
「
と
（
る
）
」
。

６�　
「
口
」
に
は
「
コ
ウ
」
の
音
読
み
も
あ
る
、
訓
読
み
は
「
く
ち
」
。
「
調
」
の
訓
読
み
は
「
し
ら（
べ

る
）
」
「
と
と
の
（
う
）
・
と
と
の
（
え
る
）
」
。

７　
「
促
」
の
音
読
み
は
「
ソ
ク
」
で
、
促
成
・
促
進
・
催
促
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

８　
「
漂
」
の
音
読
み
は
「
ヒ
ョ
ウ
」
で
、
漂
流
・
漂
着
・
漂
白
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

９　
「
覆
」
の
音
読
み
は
「
フ
ク
」
で
、
覆
面
・
転
覆
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

10　
「
陥
」
の
音
読
み
は
「
カ
ン
」
で
、
陥
落
・
陥
没
・
欠
陥
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

11�　
「
著
」
に
は
「
あ
ら
わ
（
す
）
」
の
訓
読
み
も
あ
る
。
音
読
み
は
「
チ
ョ
」
で
、
著
名
・
顕
著
・
著
者

国
語
国
語
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な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

12　
「
遮
」
の
音
読
み
は
「
シ
ャ
」
で
、
遮
断
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

2１�　
「
貴
」
の
訓
読
み
は
「
た
っ
と
（
い
）
、
た
っ
と
（
ぶ
）
」
「
と
う
と
（
い
）
、
と
う
と
（
ぶ
）
」
、

「
重
」
の
訓
読
み
は
「
お
も
（
い
）
」
「
か
さ
（
ね
る
）
、
か
さ
（
な
る
）
」
。

２�　
「
納
」
の
訓
読
み
は
「
お
さ
（
め
る
）
、
お
さ
（
ま
る
）
」
、
「
得
」
の
訓
読
み
は
「
え
（
る
）
、

う
（
る
）
」
。

３　
「
対
照
」
や
「
対
称
」
な
ど
の
同
音
異
義
語
が
あ
る
の
で
、
使
い
分
け
に
注
意
す
る
こ
と
。

４　
「
易
」
の
訓
読
み
は
「
や
さ
（
し
い
）
」
。

６　
「
難
」
の
訓
読
み
は
「
む
ず
か
（
し
い
）
」
。

７　
「
築
」
の
音
読
み
は
「
チ
ク
」
で
、
築
造
・
構
築
・
建
築
・
修
築
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

８　
「
招
」
の
音
読
み
は
「
シ
ョ
ウ
」
で
、
招
待
・
招
集
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

９　
「
拾
」
の
音
読
み
は
「
シ
ュ
ウ
、
ジ
ュ
ウ
」
で
、
拾
得
・
収
拾
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

10�　
「
支
」
の
音
読
み
は
「
シ
」
で
、
支
持
・
支
援
・
支
障
・
支
離
滅
裂
・
支
部
・
気
管
支
・
支
配
・
支
出

な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

11　
「
耕
」
の
音
読
み
は
「
コ
ウ
」
で
、
耕
作
・
耕
地
・
農
耕
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

12　
「
険
」
の
音
読
み
は
「
ケ
ン
」
で
、
険
悪
・
危
険
・
冒
険
・
保
険
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

3
　
　

部
首
や
画
数
は
、
漢
和
辞
典
で
調
べ
て
お
く
こ
と
。

4
　
　

漢
字
の
主
な
成
り
立
ち
は
、
次
の
四
種
類
で
あ
る
。

　

ア　

象
形　

物
の
形
を
象か

た
ど

っ
て
、
そ
の
物
を
表
し
た
も
の
。

　

イ�　

指
事　

絵
で
は
示
し
に
く
い
事
柄
を
、
抽
象
的
な
記
号
や
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
約
束
に
よ
っ
て
表

し
た
も
の
。

　

ウ　

会
意　

二
つ
以
上
の
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、
新
し
い
意
味
を
示
し
た
も
の
。

　

エ　

形
声　

二
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、
一
方
で
音
、
他
方
で
意
味
を
表
し
た
も
の
。


